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　　卸5回宇齢減員会｛三会蕃1瀬轍第“’

日　時　　　昭和48年7月4日（れ

．午後20

場所　宇面醗姿負二会寵

資窟
　　　　　　＼

委1諱x第’幽騰含f定1鋼謝ξ冒
委ユ5＿2’ 笏ｮ論の舶しに謝る職について㈱
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・15－1
　　第∫引高宙繭嶺三七掬餓）糞福要旨

日時　昭和43年三三3晒
　　　　　　午後2蒔～4時

　　　　　　　　　　ノ

琳　所　　0宇宙開発委負会会一睡

譲’ 閨@　一（1）　技術部会鞭皆について

　　　　　　（2）国連宇笹下三鼎痢厘委負会税孝技術

　　　　　　　小委賃会第三つ会期電界について

　　　　　　（31そ¢）魁

資　診ゼ　’　　デ　　　　　・・

姿工4一工　第13回宇徳il≒允委嵐会‘定翻会譲）旧事房旨

変14－2・宇密雛発姿眞委技術都会勲告

孝　3

笠同者　．　　　　　　　　　　　　　一一・

字三図鵬’
C． @山県畠夫9

　　　　“　　・　　　　　　網　島　，　毅
　　　　　　　　　　　　　　ノー．．　〃．　一　・幽吉識雅夫
　　　　〃，　一　　’八駿東嬉
・箭明者　　　　　　　　　＼，　　　　　　　　　一

　幽航空宇笛技術研究所長’　．山　内　正一男

　東京大学生産技術研究所教授．

　　　　　　　’　　1’斎藤・成文

一
箏
　
　
」
、

関係省庁二二等
　建設省大臣軍馬技術i参事官．

　　　　　　　　　　　　　　　、＼
　海上保安庁総務部長

　逗輔省大臣律房参事窟

文部省大学学術海幕譲葛

　頭産省重工繁i局次長

　ヨ）鹸省電波齢頚局審譲窟

　気象庁総務都長

　　　　　　　　　’
　，源大学争曲論空研究所

　手・宙詫発事｝震騒システム計画部

事務局

　　　志学技術庁研鴛鍛：益励宇宙企画課長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　也7－

6．

（・）前門…騨旨たついて　’㌧．
　　　憲13時孚・宙鰍発委員会‘定覇会’議）諺事婁高溶確認され『

　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　曜　　た。

（2）技欝桧幸浩について、　　．『　∵

‘飾委良一2惇醐発類会獅部会雛昭麹7‘
　　年隙鴫胴叶ツ圃上げ黙の評｛息ついて月に？

　・いて、佐跡馴代理：山内正男〕技術部会第一頒会長か、

　　ら門下励・総三見娠機工｛疹正帖受理された♂

宮　崎　　．明

　‘代理．；石井）’

高野　　撮・
　「雌：樋口）．

佐嚇久’衛
　1代埋：小林）

笠　ポ　三　郎

　噛1代理：大坂〉

北村　畠　敏
　1代埋：宮林，）

高　田　離．雄

　1代＝匙：岡井）

問　　　　　孝・

　．‘代避…1：9高谷ン
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高　木　邦　寛
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　　　　　（3）燭連宇歯空回平和利用委員会科学技術小委負会第工0会期謙
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　．．　皆について

　　　　　　　松島二字宙企穂蕗袋から資科委ユ4－3「三七忌宙空嗣平和

　　　　　‘利用委員会科学技術小委員会二上0会期報告⊥に基づいて概略

　　　　　　説明が行なわれたのち、斎藤成文栗大生産技術研究所教授から

●　　三次のとお嫌舗あったのち勲1硲が行なわれた。

　　　　　　イ　参加各田およびオブザーバーから一液沽妨状滉諏告が行な

　　　　　　　われ、世界・り三三別触謡への1二心の増大とそれに伴う三子協’

　　　　　　　力の三遠な其体化がホされた。　　　　’　・　　’　　　・一F

　　＼　　　　　’・．鯖…羅催w・三二を乏鋤て次鉱う鰍定がなされた・

　　　　　　　ω勺モートセンシング写りゆ菊ずる飾賠を欄に送付するρ

　　　　　　　＠0データーの隙奇｛麟三怖センターの模討を行うためのタろク

　　　．．　　　　　フオ』スを詮回する。

　　　　　　　　なお、リモートセンシングに関する法的翁制について、法
　　　，

　　　　　　　律小委賃会に磧蔚を婁即すべきであろとの意見が出された。

　　　　　　ハ　宇撞応用に；強する国連プログラムについては、主として予

　　　　　　　算砕につVゴで討融が行なわれ、総予約87万ドルと決定’され
こr●
　　　　　　　た。また・聾育取送衛星巣京ベネィレの鵬催とフェロー・シップ

　　　　　　　の受入れにりいて、わが繭から丙客喬紹介し、意見の交塾ヵや

　　　　　　ノ行なわ’れた。

　　　　　　二　将来の課題としては、科学技術小委員会および各種WGの

　　　　　　・・役割りの検討渾行なわれた。．

　　　　　　ホ　訓令に基づき、資源換査衛星地上局設櫨に関ナる各国の勤
　　　　　　　　　ア
　　　　　　　向を読査しだ。

／

入明論の跳止購即する米の四魔
　　　るもの：かσ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　斎藤：但1姜｛笠信したいというのであればwelcomeであるとして

　　　・いる。

、　　イタリアの尚台わせに対してencourageしないと圓答して

　　　いるのは米国が賞仕を負うものではないということであろう。

　八藤：カナダのいうインタ→1シヨナル・コストシエアワング・アレンジメントとい

　　　うのは、衛星に関することか、＼それとも地上周に回すること
　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、、

　　　か。

　斎藤：衛星に陶する之とである6　　　　　　　　・

　八藤：カナダ案に対する米○反応はどうであったか。．

　斎藤：箏前に米国の了解をとったものであるとのこどであった。

　（4）網島毅委負帰朝報告　　　嚥’

　　　網島毅委鄭・ら・第50回簾讐宙ショー視察および欧殉に

　　論る門下発の寵回国秘8勾三明26日～明7月）
　　について概要次のとおり二刀が行なわれた。　’一．　　．

　　イ仏の宇宙開発薩獅瞠開多聯の外局であるC一’NE．Sを頂

　　　点として学元的な体制のもとに行なわれており、軍用部門も

　　璽撫国加州構と刷れる配大糠嫌轍砒て

　　’いる。

　　ロ　仏の技術レベルは、工OX一三ユロケツト、。Tw田、慣盤訪導、一

　　　ラジオメーター等柑当高いようであり、わが国との莇力にも

　　　積極的である。’‡）が国としては専門技術者による討論等を行

　　　1ない、仏との協力についても検討する必要があると考える。’

　　ハ　噸RP計画は順謎に進梅しており、ソ連の参加は確定的で、・

　　　中函も強い禽心を持っているとのことであった。！

　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　　　　　　　　1、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ5－2

　　　　　・　　　　宇宙關発計両の見直した南する審訊について幽

　　　　　　　　　　　　　，　’　　　　　昭和48’年7月4日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙囲発委員会

　　　　　　　　　　　．∴，，　
◎
　　　　　　字三二発野馬会は、昭和48年4月4日付「宇萄開発計画の見

　　　　　飢に？いて」蘇づき超和4悔欧策定した捕醗計町
、　　　　、で以下「計画」’という。一）に写する砧究開発の進捗状洗および関

　　　　　係各回蘭の要望事項につ仏て跳査してきたカミ、今後は下記により

　・　　　審譲を行ない1、計画の変更の必要牲を明らかにし、必要に応じ計

　　　　’画に修正を加えること一とする。
　　　　　　　　／’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．叉記　　　　　　、

　　　　　エ．旛瀬事項

　　　　　　　「主として次の詳点につφて三三し、必要に応じ計画の修正案

　　　　　　．を作臨すろ。　・　　　一、　　…　　　　　＼’　　　　！

細◎（1脚半気門畢の母げ方法・　　∫た
、　　（2》実糊抑幡量鰭衛脚継ぴ実母瑚蝋型放送衛星の開

　　　　　　　発ならびにこれらの入工衛星め打上げ方法㌻

　　　　　　傷人備星紘醐繭星平坦用・ケットに関する長崎想

　　　　　2．審議方法

　　　　　’（1》　1の審議は、計画部会および技術部会において、それぞれ’

　　　　　　　の所掌1と応媛1ζ行なう。　’　二

　　　　　　（1｝’の審瓢回忌8年，月砲た終えること三途とす・

　　　　　　　る6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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